
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

女子高等教育の構造変動と進路分化の 規定要因

O 米川英樹 （大阪教育大学）

O 原　滴治 （大阪府立布施工 業高校）

O片山陽子 （大阪教育大学大学院）

1・は じめ に

　高卒女子の 高等教育機関進学者 の うち 、 約 2！3 は短大

か 4年 制女子大の い わ ゆ る 「女子 向 け」 の 高 等教育機関

に 進 ん で い る。この 比 率は 近 年徐 々 に 低 下 しつ つ あ るが 、

依然 と し て 女子の 高等教育の 中心的存在で あ る こ と に は

変わ りは な い
。 高卒女子は な ぜ 「女子向け」高等教育機

関に進学 して い くの で あろ うか 。 そ して 、 それ は強 い ら

れた も の なの で あ ろ うか 、 あ るい は 自ら希 望 した もの な

の で あ ろ うカ  そ して女子の 高等教育の 将来を どの よ う

に と らえ るべ きな の で あろ うか e

　本研究 は 、 以下の 3 点を焦点 とする 。 第 1に 、 戦後の

女子高等教育機会の 変遷と今日の 女子高等教育機会の 問

題 点 の 把 握で あ る 。 第 2 は 、女子が どの よ うな 基準で 進

路 を決 定 す るか、特 に 4年 制 共 学大 、女 子大 、短大 の 進

路分化 はい か な る要因 に よ っ て 説唄で き る か とい う点で

ある e 第 3 は 、 今後 の 女子 の 高等教育機会の あり方の 検

討を行 う こ とで あ る 。

2 　戦後の 女子高等教育機会の 変遷

　戦後の 教 育 制度の 変 革に よ り 、 女 子の 大学進 学が よ う

や く

’
認 め られ るよ う に な っ た もの の 、 昭 和 30 年 の 女 子

の 高等 教育 進 学率 は 5 ％ に す ぎず、男 子 の 15 ％ と比 べ 、

大き な 格差が 存在 し た 。 そ の 後 、 地方国立大学 の 普及 、

短期大学や私立大学の 増加な どに よっ て 女子の 高等教育

進学率 は次第に 向上 してい っ た 。 平 成元 年に は男子の 進

学率を抜い て 36 ．8 ％ に 至り、 形の 上 で は男女の 間の

格差は な くな っ たか の よ うに見 え る （図 1） 。 しか し 、

女子の 高等教育機会 を男子の それ と比 べ た場 合 、 大きな

違 い が存在 す る。そ れ は 、 女 子大 と短 大の 存在 で あ る 。

平nt　4年 に 女 子 の 高 等 教 育進 学 者 の 中 に 占め る女子 大 の

進学 シ ェア は 9 ％ 、 短大で 58 ％ で あり 、 こ の 2 つ の 教

育機会 は依然 と して 女子の 高等 教育の 大部分を 占 め て い

る。こ の 現 状を み る限 り 、 女子の 高等教育 は 、 閉鎖的牲
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別集 団 の 中 で行 わ れ て い る 。

　 それで は なぜ 女子 は 、 4年制大学で はな く、女子大 や

短 大 を選ぶ の だ ろ うか 。こ れ に は 3 つ の 視点か らの ア プ

ロ ーチが必 要 で あ ろ う。第 1は 、 高等教育を 提供す る 側

か ら の ア ブ ロ
ー

チ で あ る。女子 の 高 等 教 育機 関 は 、 主 と

して 、  も と も と女子 の 教育 機 会 が 少 な い 戦前の 社会状

況の 中で 、 女子ρ）専門学校 と して 出発 し 、 女子 大や短 大

に 昇格 した経緯 を もつ 古参の 高等教育機関 、   私立の奈

子高等学校で 卒業生 を 受け入れ る高等 教育機関 を 併設 し

たも の （特に 昭和 30 年代か ら40 年代か らの 高度経済

成長期 に こ の ケー
ス が 多 い ） 、   その 他 （その 中に は 近

年の 看護専門学校の 短大昇格を も含 む ）等が あ げ られ る 。

こ れ ら 3 つ の タイ ブの 女子 の 高等教育機関は 、 そ の 時代

背 景 の 中で 、女子 の 学 習 X 一ズ を 満 た す た め に 生 まれ た

もの で あり 、 進 学を め ざす 多 くの 女性 に と っ て 代 替 可能

姓の 少ない 主 要な ル ートを作 っ て い っ た 。 第 2 は 、 高等
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（図 1 〕　男 女 の 高 等 教 育 進 学 寧
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教 育卒 業 後 の 女子 の 進 路 か らの ア ブ ロ
ーチ で あ る。女 子

の 高等教育卒業 後の 就職率 は 、 短大 よ りも 4 年制大学が

高 い 時代 が長 く続 き、た とえば 昭 和 40 年 で 4年 制 大 学

　（女子 大 を 含 む ）は 66 ．7 ％ で 短 大 で は 57 ．4 ％ で

あ っ た。昭和 44 年 に な る と 4年 制大学 は 61 ．5 ％ 、

短大は 65 ．6 ％ と な り 、 それ以降 、 短大卒業後の 就職

率 は 4 年 制大 学を上 回 っ て い る。ちな み に平成 4年の 女

子の 就職率は 4年 制 大学が 80 ．4 ％へ 短大が 86 ．8

％ で あ る 。 昭 和 44 年に 女子の 高等教育 進学率 は 15 ％

を越 え 、トロ ウ の い わ ゆ る 「マ ス 段 階」 に 入っ た の で あ

るが、こ の 時 期を境に 高等 教 育機 関 、就 中 、 短大の 位置

づ け に大 きな 変化 が 生 じた こ とが うか が え る。す な わ ち、

　「就職 に 有利 な短 大」 は こ の こ ろか ら現実の もの に な っ

て い た 。 それ 以前は 、 就職に直 接結 びっ か な い 、 い わ ゆ

る教養教育が 短大の 主 た る 社会的機能で あ っ た 。 また 、

職態 と して は 、 短 大 。 大 学 とも に専 門的 職業 につ く比 率

が低下 し 、 そ れ に か わ っ て 事務的職業や 販売職が短大 ・

大 学生 の 主 た る職業キ ャ リア を形 成 す る よ うに な る。さ

ら に 、 第 3次産業の 拡大 と 女子の 高等教育進学率の 上昇

・
は、平 行 的 に 進 行 して い き、第 3 次産 業 で の 女 子 の 雇 用

の 拡大 は、進学率 を 押 し上 げ る 1 つ の 要 因に な っ た と も

考 え られ る 。 女子が 女子大や短大を選ぶ 進学行動を説明

する第 3の 考 え方は 、 高卒女子自身の 進 学要求 で あ る。

4年制 共 学大 、 女子大 、 短大に 進む学生 は 、 それぞれ異

な っ だ 進学要求 を持 っ て い る可能性が ある 。男子 が職 業

的役割 に 応 じ た進 路選 択 を 行 うの に対 して 、 後 で も述 べ

るOi、 女子の 進 路 選 択 は よ り複雑で あ る 。 男 子 と同様 に

職業的役割の 取得を 目的 と した進 路選 択 と ともに 、 将来

の性別 役 割 分業 の 予期 的 社 会化 の た めに進路を 選択す る

傾向 が あ る。も っ とも、こ れ は女 子 の 側 が強 く望んで 選

択す るばか りで はな い 。 女子の 高等教育の マ ス 化 ・n ニ

バーサ ル 化 に伴 っ て 、 入れ る機関 に 入 ろ う とす る強制的

就学現象の 結果 と して 、 「仕方な く」 あるい は 「なん と

な く」 就 学す る傾 向 の 結 果 で あ る ともい えよ う。

　 こ の よ うな女子 の 高等教 育構 造 は、危機に 瀕 して い る 。

近年 の 短 大 の 志願率の 低下傾向 と女子大あ偏差値の 相対

的低下 は これ を端的に 示 して い る 。 そ して 、 平 成 6年 度

に 15 の 短大 が 4 年 制大 学 へ の 移 行 を予 定 して い る こ と

に示 され る よ うに、短 大 の 4年制共学大 ・ 女子 大へ の 昇

格 、 女子大の 共学大へ の 移行へ の 動 き は 、こ れ を 踏 ま え

た経営者の 危機 回避 へ の 最大 の 方 策 で あ ろ う。

3　女子 の 進路分化の 規定要因

　短大 とい う女性向けの 高等教育機関へ の 進 学者と 4 年

制共学へ の 進学者の 分化 は どの よ うな メ カ ニ ズ ム で 生 じ

るの で あ ろ うか。本発表要旨で は 、 4年 制共学 と女 子大

を合わ せ た 「4年制大学」 と 「短大」 進学の 間で の 進路

分化を と りあ げ る。

（表 1 ）　 サ ン プ ル の 構成

学校 A 駄 B 駄 C 駄 D 好六 E 好大 F 好大 G 熔　 H 艀 1蜉

所 在ま 、都 ・廊 、良 聖 京都斥 兵癒 照 兵 庫 、都 ・
阪岸 阪 ・

設融体 私立 私立 私立 私立 私立 私 立 私立 国立 私立

鰡逸学 有 無 無 有 有 有 撫 無 有

留差堕ランク BccABBAAB

サンプ岨 1581361 了51 田 名 58名 97名 93名 lo248 名

（有効サ ン プル 数 　；059名）

　用 い るデー
タ は 、1992 年 6 月か ら 9 月 に か けて 行

っ た 関西 地 区に 位置 す る短大 、女子 大 、4 年 制 共学 大 、

各 3 挾、計 9校 の 学生 に 対す る 「学 生 の 性 役割 意 識 調査 」

に基づ い て い る。な お 、 調 査は 自記式質問紙 を用 い 、回

答 は 集団記入法 に よ っ て 得 た （表 1） 。

　進路 分化 に際 して 、こ こ で は性 役 割 意識 と達成意欲の

強 さが影響を与 え る と考 え て 、 進路分化 モ デ ル を作成 し

た 。 特 に 、 家廡 で の 親の 学歴 、職 業 、 しつ け 、 役 割 モ デ

ル と して の 母 は 、 魅役 割意識 と達 成意 欲 を高 め た り低 め

た りす る 。 結果 的 に 、達 成意欲 が強 い 女 子 は 4年制 大学

に 、 性役割意識が 強い 女子は短 大 に 進 学 す る と考 え られ

る （図 2 ） 。

　進路 分 化 に及 ぼ す 「性 役割意識」 の 影響力を考 え る た

め に 、進 路 分化 と関 連 の強い 要因を取 り出 し 、 それぞれ

が どの 程 度 の 強 さで 進路分化 に 影響．して い るの か とい う

こ とを林 の 数量 化 U類 を用 い て 明 らか に し た 。

　図3 は 、 偏差値が異な る短大 2校 と大学 3校 を取り出

し、階層 の 代替 変数 で あ る 「職業」　「父学歴 」　「母 学歴 」 、

広 い 意 味で の 性別観を 示す 「勉強 で 男 に か な わ ない と思

っ た 」　r性 役割 意 識 」　「男 女 の ど ち ら が トク か 」 の 変数 、
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それ か ら達 成意欲 の うちで 、 短大 と 4年制大学を弁別す

る変数 と カテ ゴ リ
ー

ウ ェ イ トを明 らか に し よ うとす る も

の で あ る e こ れ に よ ると 、 偏相関係数の 最 も高 い もの は

達成意欲で あ り 、 次に 性役割意 識が 位置づ き 、 「職業」

「母 学歴 」　「父学歴J の 階層変数が それ に続 く。具体的

に は 、達成 意 欲が 高 く、非 伝統 的 な性役割意識を も ち 、

中流階 層出身の もの は 4 年制大学に 進 学す る傾 向 が強 く 、

達成意欲が低 く、 伝統的な 性役割 意 識 を もち 、 労働者 階

層出身の もの は短大に 進学す る傾向が強 い
。

こ れ は 、 先

に述 べ た図 2 の モ デ ル を跡 づ け る もの で あ る 。

　他方 、 図 4 は 、 偏差値の 影響 力を統 制 す るため に 、 B

ラ ン クの 4年制共学大 、 女子大 、 短大を取り出 し 、
「同

じ学力水準 の 女子の 高等教育進学者の 進路分化」 の 分化

性役割意識

家庭背景

⇔ 匳 蠹 ］

（図 2 ）　女 子 の 高等 教 育 進 路 分化 モ デ ル
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（図 3 ）大学 。短大 の 進路分化 の 規 定要因 （A 。 C ラ ン ク ） （図 4 ）大 学 ・ 短 大 の 進 路 分 化 の 規
’
定要 因 （B ラ ン ク ）
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性別観 よ りも影 響 力 は 弱 い
。

　こ の よ うに 、女 子 の 進 路分化 は 、 まず 、 成績 や達成レ

ベ ル が 41年制か 短 大か に つ い て は決定 的な 影響力を もつ

こ とは 男子と同 様 で あ る と考 え られ る が 、 同 じ戒績や達

成 レ ベ ルで ある場含は 、 性役割 意 識 を は じ め とす る性別

観が 大きく影響 す る とい う煎で 興 味深 い もの で あ る 。す

な わ ち、女子 の 進路分化は 、

．
将来 の職業の 予期的社 会 化

に よっ て 規定 され る層 と結婚や家庭 生 活に つ い て 強 く コ

ミ リト した い とずる層 に 分化 して い くの で あ る 。

メ カ ニ ズム を 明ら かに しよ うと したも の で ある 。
r男女

の ど ち ら が ト
．
クか 」 「性役 割意識 」 「勉強 で男に か な わ

な い と 思 っ た 」 の 性別顰を宗す項目が 上位 を形成 し 、

「女が トク 」　「伝 統 的 な性 役割意 謹 」　「男に は勉強 で か

な わ ない と思 っ た こ と が あ る」 の カ テ ゴ リ
ーを選ん だ も

の は短大進学の 傾向が強 く 、
「 （男女の ） どち らで （ト

ク で ）もな い 」 「非伝統 的性役割意識 」 「男に は勉 強 で

か な わ な い と 憩 っ た こ とが ない」 層は 、 4 年制 大学 に 進

学する 傾 向 が現 れ た 。
「職 業」 や 「父学 歴 」

・や 「母学歴 」

な ど の 階 層変 数 も多 少進 路 分化 に 関わ っ て い るも の の 、

4 　今 扱 の 女子の あ りか た を め ぐうて

（図 5 ）女 子 学 生 の 性 役 割 意 識
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男
の
子
に

』
ダ
の

子
に

も、
家
事

は
平

等
に

手

伝
わ

せ
る
べ

き
だ

と
畢
つ、

世

の
中
に

は．
女

性
に
向
か

な
い

仕
事

は
歓
多
く

存
在
す
る
と

思
う．．

生
ま
れ

つ

ポ・
女

性
は

男
性
よ
り
家
事

に
向
い

て
い

る
と
思

う．

仕

会
に

お

け
る
知

的
な

仕
蕃
の

多
く
が

男
性
の

手
に

あ
る
の
は、
ご
く

普
通
の
こ

と
だ

と
思．
つ，

経

済
力
の

な

い

男
性
は

尊
敬
さ
れ
な
い

と

思
う。

男

性
が

お

菓
子

作
り

を
し
た

り，
褊
み

物
を
し
た

り
す
る
の

は
鳥

鹿
げ
た
こ

と

だ
と

思
う。

デ
ー

ト
の

際．
圭
に

男
性
が

費

用
を
払

う
の

が

よ

い

と
思

う。

女
性
で

も
男

性
で

も、
同
じ

内
容
の
仕

事
に
は．
全
く

同
じ

地
位

と
旨
金
が

支
払
わ

11
る

べ

き
だ

と

思．
つ。

男
女
平

等

を
主
張

す
る

女
性
は

可
愛

気
が
な
い

と
思
う。

結
婚
を
す
る

と
き・
男
性
の

学
歴
は

女
性
よ

り
も
高
い

方
が

望
ま
し
い

と
思

う。

夫
が

家
縫
の

雑

用

を
受
け

持
ち，
妻
が

家
計

を
ま
か
な
っ

て

も
よ
い

と
思
う。

子

僕
は
「
男
の

子
は

男
の

子
ら
し
く、
女
の

子
は

女
の

子

ら
し
く」
育
て
る
の

が
よ
い

と

思
う．

女
性
は

女
性
と
し
て

の

構
利
を
主
張

す
る
よ
り

も．
よ
い

妻
や

よ
い

母
と
¢

る
こ

と
の
ー3
う
が

重
要
だ

と
思

う。

女
性
に

も
男

性
と

全
く

等
し
い

雇
用
の

概
会
が

与
え
ら
れ

る
べ

き
だ
と

思
う
。

　
　
　
　

　
　
　
，

子
供

を
産
み、
育

て
る
の

が

女
性
の
素

せ
だ
と

思
う。

女

性
が
家

庭
外
で

居
動

し
て
い

る
現

代
の
よ

う
な
杜

会
で
は、
男
性

』
皿
洗
い

や

洗
遲
の

よ

う
な
家

事
を
す
べ
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だ
と

思・
つ．

母

親
が
働
い

て
い

る
と、
子

供
の

成

長
に

悪
い

彫

響
を
与
え

る
と
思

う。

女
性
は
頑

張
っ
て

勉

強
す
る

よ

駐
も．
髪
の

手
入

れ
や

服
装
に
気

を
便
う

方
が
結

局
は
得

を
す

る
と

思
う。
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国
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杜
会
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管
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任
せ
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く
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が

よ
い

と
思
う
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